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日本共産党大田区議団

大田区長　松原忠義様

大田区でも8月5日から、100歳を超える高齢者の所在確認が進められ、所在の分からない1人については、区に転入する前に亡くなっていた事実が判明しました。「消えた高齢者」問題は、貧困と格差の広がりの中で、高齢者の「社会的孤立」が進行し、社会保障のセーフティーネットが壊れたことを示しています。しかも、今年度から長寿祝金や寿祝金が廃止・縮小されたために高齢者世帯を訪問する機会が狭められました。
また、猛暑が続き、熱中症での死者が23区で100人を超える事態となりました。熱中症は、体温が39度以上になり、血液が凝固して文字通り命にかかわる重大事態であり、しかも屋内での対策強化が必要となっています。

日本共産党大田区議団は、緊急に以下の2点を要望します。

１、高齢者の所在不明問題について
1 区内の75歳以上の全高齢者の所在を行政の責任として確認すること。

2 安否確認など行政による見守り支援体制を強化すること。

3 地域の人々が行う高齢者に声をかけ支えあう取り組みに行政が支援すること。

4 高齢者の「社会的孤立」の根底にある社会保障の後退、生活困難の拡大を視野に入れ、区政全般で改善する方向性を持つこと。

２、熱中症対策について

1 区として単身高齢者などの訪問を行い、必要な措置を講じること。

2 低所得者世帯および生活保護世帯の電力料金の減免やクーラー設置や修理の助成措置など区独自の支援を行うこと。

以上

